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大豆の摘心が子実牧量構成要素に及ぼナ影響

分枝体系と開花数及び結爽数について

中川浩（元副手），高野幸三（作物学研究室）

Hiros1hi NAKAGAWA　and．Ke1zδ TAKANO

Effect　of　P1nchmg　on　Const1tutmg　EI：ments　of　Seed　Y1e1d．of　Soybean

　　　On　branchmg　system，nu血ber　of　f1owers　and　r1pemng　pod．s．

　　　　　　　　　緒　　　　言

　大豆栽培に於げる摘心の操作は，晶種，摘心時期，方

法等との関連に於て，（2）（3）（5）増肥，疎檀，一移檀等と共

に増牧の手段であるξとが認められている。（1）ヒ2）（3）（4）

（5）この操作による増牧は子実牧量構成要素を有利に変

化せしめたことに外ならない。

　筆者等は大豆の牧量を構成する諾要素につき・，検討を

進めているが，先ず摘心による牧量構成要素の影響を解

析するために，1950．／95／の両年に亘り実験調査を行つ

たが，その一部である分枝体系，開花数及び結茨数につ

いて一950年の実験を基礎として報告する。

　本報告を行うにあたり，嵐教授の御懇切な御指導を深

く感謝する。

A．材

　　　賓験材料及ぴ方法

料島根県立農林専門学校研究圃場（島根

摘ノじ

矛1図

県美濃郡益田町）に於て，野起1号（皿C一福井分類）

を5月／7日に播種して供試材料とした。尚，圃場は壌

土，微酸性であつた。

　栽檀距離は処理区25尺×15尺，無処理区20尺x10

尺とし，供試面積は処理区7．5坪72株，無処理区4．5坪8／

株で，圃場の都合上やむなく一区制とした。

　施肥量は反当推肥300貫，石灰5貫，硫安15貫，過石

／0貫，硫加2貫を基肥及び追肥とし，中耕除草，培土を

適宜3’回行つた。各区共生育は順調，斉一であつた。・

　B．処理方法　　摘心の効果は既往の成績からみて，

矛3複葉展開期迄であるので，本実験に於ては，矛1図

に示すように，初生葉展開期摘心，矛！複葉展開期摘心，

矛2複葉展開期摘心の三方法とし，夫々A，B，C区，

無摘心をD区とし，比較検討した。

　C．調査方法　　開花，結爽む調査を行うには1，先ず

分枝と節位を的確に識別する必要を誌めたので，矛2図

摘心処理の方法
　　　　　　　　第二複栗

、・第二襖葉

r一・・一一初生葉

’㌔手襲

摘心

　　初生葉展開期摘心　　　　　莞一複葉履開餌御じ　　　第二複繁履闇期摘雌

　　　　　（A宣）　　　　（8区）　　　（（区）
のように分枝及び節位を明かにした。　　　　　　　　　は同株を牧穫後調査したO

開花調査は申庸の生育を示した株5個体について，連　　　生育調査は開花，結爽，分枝体系調査上の資料とする

日，分枝及び節位別に行い，分枝体系，結爽数について　　ため随時行つた。
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矛2図　　節位及び分枝の記号
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　　　　　　　賓験結果及び考察

　A．主茎及び分枝　主茎及び分枝については矛3図1
～‘4で示した。

　主茎については，無処理の場合は開花が見られたげれ

ども，処理の場合には開花は全く見られなかつた。従つ

て，主茎は処理区では無視して差支がない。

　矛1次分枝は無処理では弱小なものが8本互生してい

るが，処理を行うと，夫々の方法に応じて，4毒（A区），

6本（B区），7本（C区）宛外見上，略々対生してい

る。

　矛2次分枝は無処理では3本生じているが，開花数，

結爽数の点より考えて，その存在は無視して良い。然し

乍ら，処理を行えぱ14～19本の氷2次分枝を生じ，牧量

にかなりの関与を生じてくる。特に早い処理の場合は，

矛3図から明かなように，相当重要視されなげれぱなら

ない。

　これら，主茎と矛1次，矛2次分枝年よつつ構成され

る一体系を，便宜上，分枝体系というが，この分枝体系一

は，無処理では主茎にI～㎜までの15～9節を有する矛

1次分枝が互生し，これに対して，処理を行りた場合

は，一般に各区共11～14節を有する矛1次分枝が同一節

より2本宛略々対生している（但しC区のCを除く）。

これは，C及びIは子葉，初生葉の腋芽が伸びたもので

あるから当然であるが，・B，C区の皿，皿が対生してい

るのは，摘心に伴う主茎の垂直的生長の停止によりて，

矛3号　　（／955）

腋芽の発生を促進レた結果に外ならない。C区のc／oか

ら発生した矛1次分枝Cが／本で非常に弱いのは摘心の

時期が遅いため，駿芽発生の促進的効果が及ぱなかつた

ごとによる。

更に，対生している矛1次分枝は開花数，結莱数から

みても明かなように，概しそ一方の分枝の生育が旺盛で

あるが，これぽ腋芽の分化，伸長の早い結果であろう。

　概括して云えぱ・分枝体系は・無処理区では羊茎を主

とし二それに弱少な8本の互生した矛1次牟枝によつて

構成される。処理区ではその方法ド応じて同一節より2

本宛略々対生した矛／次分枝を生じ，更に総計／4～19本

の矛2次分枝によつて構成される。

　B．開花数・1株の開花総数は矛／表から明かなよ

うに無処理区／00に対してA，B，C区は夫々／28，／30，

／40であつた。これは処理による影響と共に，栽檀密度

の相違を考えなげれぱならないが，試験圃場，供試株の

観察によれぱ，殆んど，処理による影響と考えて差支え

がないようである。

襯花数はいづれの区も矛1次分枝が最も多い。

　更に，矛／次分枝の開花数と’，主茎或は矛2次分枝の

開花数を比ぺると，無処理では主茎との差が少い。処理

区ではA区は矛2次分枝との差が少ないが，B，C区で

は矛ク次分枝との差が極めて大きい。これは比較的早期

の摘心は，生殖生長期に至る迄相当の期問があるのに対

して，遅い時期の摘心は，矛2次分枝の生育が徴弱なる

間に花芽の分化期が到来するのセ開花数が少なくなるた

めと考えられ，福本，小淵氏等（一）の花芽の分化期は矛

3～4複葉期にあたると云う所説と一致するものであ

る。従つて，開花の観点から牧量構成の矛一要因として

重視されなげれぱならないのは，無処理区では主茎，矛

1次分枝，処理のA区では矛1次，矛2次分枝，B，C

区では矛1次分枝である。特に初生葉の腋芽が伸長した

I，Ilに開花数が最も多いとと峠，注目に値する。

　開花数の節位別変化も矛ろ図1～4で示してあるが，

これによつて明かなように，最も多くの開花を示した節

位は，無処理では主茎については矛8～9節位，矛1次

分枝の開花数を加えると矛5～8節位である。処理では

A区は矛1次分枝については矛7～／0節位，矛2次分枝

を加えると矛4～5節杜，B区は夫々矛6～8節位及び

矛千節位・C区は夫々矛5～ア節位及び矛3節位であ

る。即ち，無処理では矛／次分枝，処理では矛2次分枝

の開花数を加えると，開花数の最も多い節位は主茎及び

矛／次分枝のみの場合よりも低節位となる。

　また，無処理から処理の時期が遅くなるにしたがい・

開花数の最も多い節位が低位となつているのは・前述の
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　　　初生葉展開期摘心（A区）

矛3図一！　　分枝体系と節位別開花薮

　　　　蕗1次令後の蘭花紬

　＿一＿一一＿…　全上I二第2次分核の閉呪教帥口えた｛の
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　　矛二複葉展開期摘心（C区）

矛3図一3　　分枝体系と節位別開花数
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　　矛一麟展甲坤榊（・区〉

矛3図一2　　分枝体系と節位別開花数
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矛3図一4

処理　（D区）

分枝体系と節位別開花数
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　初生葉展開期摘心（A区）

矛4図一1　節位別結爽数
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　矛一複葉展開期摘心（B区）

矛4図一2　節位別緒爽数
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矛二複葉展開期摘心（C区）

矛4図一3　　節位別結数
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　理　（D　区）

節位別結爽数
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　　　　　　　　　摘　　　　要

　犬豆の摘心栽培法は増牧の一手段として広く認められ

ているが，摘心による子実牧量構成要素の影響を知るた

め，（A）初生葉展開期（B）矛1複葉展開期（C）矛

2複葉展開期に処理を行い，分枝体系と開花数及び結爽

数について，無処理の場合と比較して次のような結果を

得た。

（1）分枝体系は，無処理区では主茎と弱小な8本の互

　生した矛／次分枝たよつて構成され，矛2次分枝は殆

　んど関与しない。

　　処理区では夫々の方法に応じ外見上略々対生した矛

　1次分枝によつて構成され，更にそれに着生せる矛2

　次分枝もかなりの関与をもつ。

（2）　1株開花数は処理により30～40％の増加をみた。

（3）　／株開花数及び、1株緒爽数に於て，次数別分枝開

　花数及び結爽数の占める割合は，いずれの場合も矛／・

　次分枝が最も多く・且つその割合はおそく摘心したも・

　の程多い。

（4）処理区では初生葉の腋芽が伸長した矛／次分枝の

　開花数及び結爽数が最も多い。また，おそい時期の処

　理では子葉より伸長した矛1次分枝はその数，節数，

　開花数，結爽数共に少ない。

（5）無処理区の主茎，処理区の矛一次分枝に於げる開

　花最多節位は，前者では矛／次分枝，後者では矛2次

　分枝の開花数を加えると．，加えない場合よりも低飾位

　となり，結爽最多節位についても，全く同様の傾向を

　示した。

（6）開花最多節位及び結爽最多節位を各区の間で比較

　すると、無処理区が最も高節位で，処理がおそくなる

　にしたがい低節位となる。

（7）　1株結茨数は処理により45～60％の増加を示した

　が，これは処理による開花数の増加と緒爽率の上昇に

　よるものである。

（8）牧量構成上重視される開花数及び結茨数は，無処

　理では主茎及び矛1次分枝，処理が早げれぱ矛1疾及

　び矛2次分枝，おそげれぱ矛2次分枝である。
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SU班雌ARY
　P1nch1ng　cu1t1vat1on　of　soybeans1s　w1d－ely　ack－

now1ed．ged　as…a　method　of　their　increased．yie1乱

　In　ord－er　to　know　the　effects　of　pmchmg　upon

t1he　constltutmg　e1ements　of　seed　y1e1d．，we　have

pract1sed　p1nchmg（A）at　pr1mary1eaf　unfo1dmg

（B）at　pr1㎜ary　co皿pound－1eaf　unfo1dmg，　（C）at

secondary　c〇二mpound．1eaf　unfo1d1ng，and．have　conユー

pared　the　branch1ng　systeI皿　and　the　nun工ber　of

f1owers　and　r1penmg　pods　respect1∀eIy　wエt1h　those

in　the　contro1．

　　　　The　fesu1ts　are　as　fo11ws：

（／）　In　the　contro1the　branchユng　system．1s　co皿ユー

　posed　of　a血a1n　ste皿and　e1ght　s㎜au　weak　pr1－

　mary　branches　haマe　hardユy　anythmg　to　do　w1th

　the　branch1ng　system

　　In　the　tIeatm．ent　the　branch1ng　system．1s　co皿［一

P…a・ftぢ・p・i皿・・yb・…h…f・pP・…t1y

　oppos1te　phyuotax1s　due　to　each　：method，　and－

　the　secondary　branches　grown　on　the　pr1血ary

　branches　are　fair1y　concemed　with　the　branch－

　ing　SySte血ふ

（2）　The　nu㎜ber　of　f1owers　per　p1ant　mcrease

　30～40％　by　treat工nent

（3）　In　each　p1ot　the　proport1on　of　the　number

　of　f1owers　and．pods　is　the　greatest　in　the　pd一

　皿ユary　branches，and．the1ater　they　are　p1nched，

　the　greater　becomes　the　proportion．

（4）　In　the　treatment　we　have　the　greatest皿um－

　ber　of　f1owers　and　pods　of　the　primary　branch・

　es　wh1ch　have　we11－grown　axユuary　buds　of　pr1一

　皿ary1eaves，wh11e　m　the1ater　treatment　we

　have　fewer　pr1mary　branches　wh1ch　have　exten－

　ded　from　ax111ars　of　coty1edons，　and．they　have

　a　smau　nu皿ber　of　nod－es，f1owers，and－pod．s．

（5）　In　the　contro1，the　nod－es　wh1ch　haYe　the

　greatest　nu皿ber　of　f1owers　are1ower，when　the

　number　of　f1owers　of　the　prmary　branches1s

　added　to　those　of　the　m－a1n　stem，　than　those，

　when1t1s　not　added　In　the　treatment　the　nod一・

　es　wh1ch　have　the　greatest　nu皿ber　of　f1owers

　are1ower，when　the　number　of　f1owers　of　the

　secondary　branches　is　added．to　those　of　the　pri・
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mary branches, than those, when it is not add-

ed. It is quite the same case with the nodes 

which have the greatest number of pods. 

( 6 ) In the control, the nodes which have the 

greatest number of flowers and pods are in the 

highest position ; - while the later the pinchir*g 

is practised, the lower the nodes become. 

( 7 ) The number of pods per plant increase 45-

6010~' by pinching. It is due to the increase of 

the number of flowers and the rise of the rate 

of ripening pods 

( 8 ) In the conrol, the number of flowers and 

pods upon the main stem and primary branc_hes 

is very- important, when we consider the consti-

tuting element of seed yield. In the plot, where 

we have the earlier pinching, the number of the 

flowers and pods upon primary and secondary 

branches is very important, and in the plot, 

where we have the later pinching, we find the 

number of the flowers and pods upon primary 

branches very important 




